
紀の川市行財政改革推進委員会会議概要 

 

日時 令和 2 年 7 月 22 日（水）13:30－15:10 

会場 紀の川市役所 3 階庁議室 

 

出席者 仁藤会長／箕輪委員／林委員／恩賀委員／野村委員／根委員／前川委員 

事務局 今城企画部長／角企画部次長兼企画経営課長／杉本総務部次長兼人事課長 

横山財務課長／東公共施設マネジメント課長 

 児玉企画経営課班長／中川人事課班長／片山人事課主任／西川企画経営課主任 

 

 

開会 

挨拶 今城企画部長 

委員紹介 

会長・副会長選任 

 会長に、仁藤委員、副会長には、箕輪委員が選任され、仁藤会長が議長を務める。 

 

議題１ 市の財政状況について 

   【市財政計画をもとに財務課長から説明】 

仁藤議長 コロナで臨時的な出費があったということだが、今後回復する見込みは？ 

財務課長 市の予算が 70 億円程度増えている。もともと当初予算は 300 億円程度だったが、それ

が 370 億円程度に増えている。その分は、国からの交付金が大半を占めている。市の

持ち出しは数億円程度になる予定。国からの一人 10 万円（特別定額給付金）というの

も国からの 100％交付金で受けている。その関係だけでも 61 億円程度になる。一般財

源の持ち出しは数億円程度になっている。 

仁藤議長  市の 1 万円の上乗せ分は？ 

財務課長  その 1 万円については、国から交付金 10 億 6 千万円もらっているのでその中で工面で

きる。国では 3 兆円規模の歳出になっている。 

林委員  市税の関係で、38 年度で 11 億円増えているがそれは何が原因か。 

財務課長  もともとの計画より上振れしている。大きな部分では家屋や土地。特に家屋で新築住

宅が多かった。下がるかなと思っていたのが増えている。それともう 1 点、法人の設

備投資が増え、償却資産が増えている。企業も個人も固定資産税が多かった。 

仁藤議長  財政計画の収支見通しのところの表記が平成のままになっている。別紙のほうは令和 

になっている。市民に公表するのであれば見やすいように工夫してください。西暦で

もいいし令和に統一するのでもいいが検討してください。 

 

 



議題２ 令和元年度行財政改革推進計画の進捗状況について 

【企画経営課長から説明】 

仁藤議長  RPA は順調に効果をあげているのか。 

企画経営課長  はい。 

仁藤議長  社会体育施設の使用料の減免基準の見直しについて進展はあったか。 

企画経営課長  令和 4 年度からの見直しに向けて全庁的に取り組みを進めているところです。 

【人事課長から説明】 

根委員   災害時ポンプ隊はきちんと引継ぎをやらないと災害時に円滑に業務を行えないため、

よろしくお願いしたい。 

【公共施設マネジメント課長から説明】 

仁藤議長  サウンディング型市場調査とはどのような取り組みか。 

公マネ課長  今回は市民体育館を中心としたスポーツ施設の指定管理制度導入に関して、  

民間事業者の利点が十分発揮できるように事前にアイデアを提案していただくという

取り組みを行った。 

【財務課長から説明】 

仁藤議長   複式簿記を導入したというのは数的目標には反映できないが、経営健全化を行うとい 

う点では重要なことである。せっかくやったので改善したというところに盛り込んで

おくのがいいと思うのだが。数値としては出てこないけど改善は試みているというの

はどっかに出すべき。よろしく検討ください。 

 

議題３ 令和 2 年度行財政改革推進計画の重点推進項目について 

【企画経営課長から説明】 

林委員  RPA の関係だが、今年度は何業務くらい増やすことを想定しているのか。 

西川主任   各課で可能性のある業務についてヒアリングを進めている。現時点では、高齢介護課 

の災害時要援護者事業の関係、障害福祉課の関係、公共施設マネジメント課の職員用

駐車場の使用料の徴収の関係で調整を行っており、今後も随時増やしていきたい。 

【人事課長から説明】 

仁藤議長   活動目標の中にある所属長というのがあいまいなので、各課長にして、責任の所在を 

明確にしてください。 

【公共施設マネジメント課長から説明】 

意見なし 

【財務課長から説明】 

意見なし 

 

仁藤議長 全般的なことでもご意見のある方はいらっしゃいませんか。 

恩賀委員  自主財源の確保について、滞納している人…と書いてあるが、納付するのが当たり前

なので自主財源とは言えない。高野町などのようにふるさと納税をたくさんしてもら

えるようにしたらどうか。 



仁藤会長 ご意見を会長と事務局で取りまとめ、後日、郵送により委員各人に内容確認いただく

旨を説明し、了承。その後、本会より市長に対して、提言書を提出する旨を確認。 

 

議長解任 

 

閉会 


